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地方都市の中心市街地空洞化と都市空間経済論

山　橿　充　夫

茎　は　じ　め　に

　地方薬毒における中心市街地の空清｛と開題は．玉弱毒年代以降，深亥蔭さが増し，単に中心毒街地が

業務空聞としてだけでなく，生活空聞としても閾値を確保しうるかσ）羅舞にきている。これへの対

策として，「中心華街地における南街地の整蟻改善及び商業等の活性化の一体的推進に罰する法律

以下，中心毒街地活性鑑法〉」がi鱒8隼£麟定されたが，この法律の凝的は中心市街地における経

済癒での危機と空調藏での亀機とを…体釣虻解決していこうとすることにある。つまり中心南街地

の空濁化問題は経済問題と空聡縫題とを同鋳に携えていることから，都南空闇経済難題として揺握

することが必要となるのである碁。

　本稿では地方都毒における中心市街地の空潮苞を都市空聞経済開題としてと彗あげるが，取絵績

むべき課題グ）第iはヂ中心市街地」をどのように艶握するかである。中心毒籔地は都市空縫におけ

る「中心曇に位置し，経済システムの「要」としての役割を果たしている。この経済システムの要

を燐むだす原動力は「集積経済3である。中心が形成されていなければ，その「空清比婆を議論す

ることはできない。そこでこの中心を形成する集積経済が侮を原動力として構築されているのか，ど

のような空聞的契機としての内部購造をもつのかを第至の検討課題としたい。

　空簡約契機を持って構築される集積経済は，空聞的には凝纏されて表現されるものの，一定」）場

所を要求する。集積経済によって占擁された場所1こは経済的中’む窪が付与され，その中心性を持つ

中心（地〉は麗辺に対して経済的影響力を持ち，中心　周辺という空聞経済様式（以下，空翼シス

テム／が編成される。中心（地／はすべての場所に均等に醗置されるわけではないし，また中心地

はいったん形成されると，葉積経済の効果が働く鞍替，長難的に固定される傾向がある。従って猿

られた中心（地／がどのような空鷺的契機をもってどの場所に形鏡されるかを検討することは，空

閣システムを運解するうえで重要である。本稿ではこれを第2の課題とし，第i課題とあわせて，第

2簾において嬢試したい。

　集積経済を原動力として形成される中心（地／は，外部経済を発生させ，これが麗なる経済集積

をもたらす領海を持つ。こうした頷陶慧空洞システムの外延的拡大として進み，景観的1こは都毒化

という様櫓を示す。この外延的拡大は中心部の経済集積の増大を原動力としている。しかし集積経

済は場所性をもつことからブラックホール的な集中は不可能であ箏，また混雑など外部不経済が発

聾　本稿はヂ縫方都薦垂こお捲る中・む窮案封ま毯の空灘翼ヒと活樵鷲雄1こかかわる一連の蘇究の序憲姦としての意蕪をももつ

　て秘る。
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生することから・中心性6）空聞的分数が必要とされる。この中心性の空聞約分敬といった現象は・中

心性の後退を引き起こす薄髭牲がある。つま讐都南化が中心南街地6）空濁化を誘発する原馨にな参

うるので，これを第3の課題とし，第3雛において検討する。

　空聞システムの外廷的拡大は，やがて隣接する空撮システムとの競合を引き起こす。空翼システ

ム間の榮合は．中心纏獅競合であり，競合の行き着く先は中心地闘の序　鞭である。この中心地

閣σ）序粥化は，中心地闘における垂直的な機能分握を意味し，中心地間の中心一麗辺という新たな

空懸システムを構築することになる。よ雛下位に麺置づけられた中心地はよ拳高次の経済機籠を獲

得できず，状況によっては上位の中心地にそれまで保持して恥た経済機能を畷較される。中心毒街

地の空洞化は，中心地が広域的な空聞システムのなかで周辺化するということで発生する。これが

窮達の課題であ参，第窪簾において考察する。

　第5の課題は，ド地方都毒」ということにかかわる。地方都毒は，これまでの課題設定で一定萌ら

かになったように，地方という次元では中心性をもつものσ），全霞という次元では首都との関係を

みてもわかるよう1こ縁辺として講筵される。超えて器量紀6）醤本は少子高齢蛙会にあり，特吾こ地方

においては大饗減少が進んでいる。すなわち地方都毒における中心毒籍地の空清化黙題は，こうし

た三嚢σ）遺程のもとで掘握しなければならない。これらを第5籔において整遷し，本稿の締め猛り

としたい。

　以上の5点を縷討課題とするが，もとよ参これらについての全露的な穣討は筆者の能力では不可

能であるので，本稿ではその隅題を提起する程度にとどまらざるをえない。

2　集積経済の発展様式と中心地形絞の窪聞的契機

　集積経済は外藩経済としての縫会的生産力を源泉としている．この社会的生産力は集積経済空聞

において発現するが，それは「労／嚢の空麗籔麩を麟録し労働選程を近接させることが，生産手段の

簾約や集薩力としての社会的生産力の麟造をもたらす轡からである。集積経済はこの鮭会的な生

産力段踏瞬こ応じてことなった空翼システムを要求するが，外藩経済としての空間システムを櫨試

するうえでは，地域特化経済，都毒化経済，童舞都毒化経済の3段籍に区分するのが妥当である。

　地域特化経済尋｝の基本的性格は費縁締約にある。地域特髭経済の典璽弼は農業分聾；においては野

菜や果実などの「産地」である。この産地慧，基本的には瞬業種企業の地域的集積として特徴づけ

られるので，農業6）みならず，製造業，商業，サービス業などすべての産業分野において観察する

ことができる．同業種の地域的集中はさまざまな外藻経済を発生させる。この外部経済を活賭して・

2｝　出彗1充夫「ネットワーク型集稜経済と地域産業政策墜諺至難売笑・擁井灘趨峯轟著墨金…幾空舞舞とネットワ一夕垂大

　聡堂．亙§§3年葬妻．留．2鯵。なお．漂典としては琶会群学麟完勝監修資本講翻訳委員会誕K、マルクス　資

　本譜　3分繙書新褻本譲簸社．難83年3遍．の第魂編登～捻葦を参照のこと。

鏡　生産業｝段繕を基盤とした生産様式の発襲方癖が主導工業のいかなる立地を要求しているかについては誘舞井雅

　入蓼発展経済と地域簿造篝火騨堂，露留年零月，を参照。

毒A．マーシャル著薦騰勢離猿経済学漂謬馨東洋経済新轍t，玉鰯年．ただし地域繊麗灘ま，景気変

　嚢には弱いという特鐵をもっている。
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財・サービスの生産に必要な労働・輸送・情報などの入手1こかかわる費繕を簾約できる。すなわち

労働遺程の近接姓ほ，産地においては生産にかかわる椿報交換や鼓能向上を比較的容易にしている。

また産地全体として規模経済と帽対的に変動の少な雛安定墨荷が璽能なことから，輸送1こおける費

溺離減も可能となる．これらは協織纏織化されることで，麓度的にもよη確実なものとなる。

　地域讐化経済は費総籬約型経済であるが，それを最もよく特徴づけるのが，帽対目的紅安慰な労鱗

力の活躍である。梅麟的に安慰な労働力は，基本的に職住一体の地域琶会から提僕される。職住一

体の産地では職建分離の就業形態と異な参，通勤蒔闘を必要としないので，労簿時懸と生活時懸と

の饗懸があいまいになる額講がある。つま蓼労欝欝閥が生活鋳闘に食い込み，長時闇労働が比較的

容易に行なわれる。ただし安慰な賛金水準であっても，長縛懸労働で所得水準を確保することがで

きる。また職住一体の地域社会は，地域轄化経済を社会的に握保してお今，塵地が持続する要薩と

なっている51。

　地域蒋化経済の空聞的特性は，職住一体の地域社会であることからもわかるように，職注混産の

土地耕馬パターンをとる。空霧システムにおける中心一麗辺の麗孫は，未分化な段蔭にとどまるも

のもあるが，地竣特免経済の経済籍環を集約する機籠が概ね中心をしめる。鱗えぱ零纈窮営業や中

小企業のみからなる産地であれば，流通機能を分挺する商人や纏合が中心を占め，大企業によって

系粥的に総織されている産地であれば，大企業がその中心を占めることになる。

　都毒化経済は，地域特化経済が資本主義毒場経済以薄から存在していたのに対して，資本主義斎

場経済の塗し子として生まれた。都霧化経済の原動力は機械舗大工業による大量生産システムに求

められる。大量生産システムは．まず原材料を大量発注するため，より安緬1こ購入することができ

るだけでなく，多少遠方からであってもよ讐よい贔質のものを購入することができる。また製造工

程においては労働生産性の高い機械設簾を導入しており，規摸経済から製品コストを下げることが

できるので，より広い範雛の竃場に販売することができる。必要な労働力も横難的1こ高い賃金で獲

得することができる。

　このような大量生産システムを効率的に稼動させるためには，それにふさわしい空鷺システムが

必要となる。その空間システムの基本は職一往の分離であ撃，都心…郊外（中心一題辺／の構築で

ある。大量生産システムを採締する工場は，より広くよ箏安い工場絹地を求めて，灘南の麗辺部に

転鐵していく。それは都毒の薙外部であった陰，擁毒の臨海部であった鬱する。しかし工場は郊外

部や臨海部に進鐡しても，遂に本縫機能は都心藻にとどまるあるいは移転した聾する。労饒考の住

宅もはじめは下簿に集中していたものが，工場の蕪外進鐵とともに，郊外で供給されるようになっ

た．都心は本縫機能や行政機籠などいわ姦る単極管璽機能やこれに弱達する業務機能1こよって求心

的に構成され，薙外には工場や住宅が離心的に醗置されることになったが，こうした空想システム

の購築には，鉄道や道酪などの交通網の整備だけではなく，都南生活に必要な上下水道をはじめと

箏　詳総な実態は．竹内淳彦ぎ鼓癒集癬と産業地域社会垂大馨堂，鷺灘年2鴛，を参照のこと。なお，地域特免経

　済の存姦が都竃形成に贅する場合は「都毒の工業」としての意蘇を欝ち，資さない場合には「麟落の一業」と

　　して牲絡づけられることにも浅葱すべきである（飯倉勝高望薬毒の工業と麺落の工業書大堺堂，欝鴛年4月）。

　竹内が醗究対象としたのは藤考である。
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した縫合資本の整備が必要不可欠であった6｝。

　この空聞システムのなかで外蔀経済としての都毒化経済が麟出されるのであるが，その鍵屋遍程

は次グ）選鯵である。都心に遼勤する労働者は雇羅者によって拘束された時間であるにもかかわらず，

この時間に対して賃金は支払われない。これは建長された無縷の労働時閥であると解綬できる。た

だし，通勤が都心という簿1鰻された「場！に集中することによって，労働過程が近接し，醗究・騰

発・事務労働1こかかわる生産性を向上させることができる。犠こ藩究・騒発の労働過程では，文字

ないしは記号化された膨大な精報の蓄積もさることながら，これらを背景とした感性にかかわる文

字化されない生の構報の入手が必要であむ，これは離心以外の場所では濠とんど入手不可能である。

これは都運〉という場所にカ》毒愚才）る外部経済であるので，無1賞の選垂勤労｛勤を都南イと経済の源泉として

還解することができよう7｝。

　さて都心における従業者ベースでの機能購成を都南人口規摸震にみると，翻内大都毒・地方単極

灘南クラス（機ね馨（1万人以上／では業務系§馨～驚％．商業系25～3§％，その飽5～欝％であ甑

地方中核薬毒クラス（大饗論～懸万人）では業務系瀦～6奪％．商業系齢～韓％，その地驚％であ

計），地域中心都南クラス（入嚢欝～蹄万人／で縁業務系35％，商業系驚％，その飽驚％となって

いる。都心機能は，人韓燭摸が大きい嶽ど業務系の比率が高く，人難矯模が小さくなるほど商業系

の難率が高くなるのである．また業務系でも商業系でも都南人口燦模に応じて機能の内容が異なる

が，人難総模が大きい無毒ほどよ修広域的に影響をもつ機能が集中する。

　都心の空間矯模と内記撰進をみると，国内大都嬉・地方単極都南の都心は3～8k搬2の広さをも

ち，そのなかに複数の機能特化ゾーン（オフィスゾーン，官庁ゾーン，歓楽ゾーン，蕎業ゾーン／が

みられ．講都心の形成もみられる。地方中核都南の都心はi～2k盤2の法さを持ち，少数の機籠特免

ゾーン（商業・歓楽ゾーン，オフィスゾーンなど）がみられるが，主として一極集中i肇であ脱離

都心の形絞はほとんどみられない。地域中心都毒の都心はik鵜2以下であり，街としての機籠特化

集積ゾーンの形績iはあいま雛である。

　都心のネットワーク構造と水準をみると，国内大都毒・地方単極都市は都心に接続する広域鉄道

本数を謹酪線以上，地下鉄をi路線以上，露際空港を玉つもっている。これに対して地方中核都南

は地下鉄や露藻空港をもたず，広域鉄道本数は2～4露線にとどまる。地域中心都密は地下鉄や蟹鰹

空淺をもたず，広域鉄道本数も2酪線以下である。避露紅絶しては，環状道路が形をなしつつある

のは大都毒・地方中越薬毒であり，地方中核灘毒や地域中心都毒はバイパスの整備が完了するにと

どまる8｝。

§）　し雛i亮夫「地域鞘発・駄会費本整備と地域構造」石井素介編葎護業経済地鍾一翼本玉轄倉讐嵐瞬§2年鴬声・髭

7）　政治経済学的にはこの交流労働緻遽勤労嶺と2つの灘余懸盤形態を社会的に生産することに寄与する。第玉の

　　形態は遜嚢としての外麺i的に鱗縫建長された不鉱い労働であ参，これは絶難釣果彗余懸纏を鰻建1盗本に対してで

　　はなく，後会的ないしは総姿本に隣して生産することを愚妹する。この剰余懸纏は磐隷経済としての都南牝経

　　済にブールされ，第2の彩懇である誘筆・麗発活壷での労鐵交流をより欝溝住するのに資することで，趨幾糞

　　本において根繋的瀦余懸盤が生産されることになる。（1鮮il充夫「企業空箱・灘車死経済確童会資本整構持経

　　済地理学年鞍圭纂輯巻第尋号．簿彊年1

鐵　蕎1心の空霧纂或にかかわるデータ讐鞍は，野鍾綴金藩交響ざ椿鞍鍵総の春都論屡野村総会醗究所広報部，欝§3

　　年講鰐†に、よる。
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　第3の集積経済は重罪都毒化経済である。量界都斎化経済が都南化経済と異なるのは，鄭毒化経

済が還勤労簿を軸にして形成され，通勤圏ないしは都毒圏として瓢立する闘鎖型の空撮システムを

前提として興るのに対して，都南圏を超えた麟敷璽の空罐システムを離提としていることである。た

だし空間集積が発現するのは，次締以鋒で検討するように．資本と労簿といった生産要素灘こ移動

性の格差ないしは奮燕製がある場合である。盤罫都濃の状溌をみてもわかるように，資本の流銚化が

著しく進んでいるにもかかわらず，労働の流動化には差震的な空聞的麟騒が換えられている。賃金

水準の轟い労働に対しては空聞舗譲をゆるやかに，賃金水準の低い労簿に対しては空麗譲鰻をきつ

くしている。

　これ凄こよ管国家懸にお1ナる賃金格i差は露内の地域1灘紅おけるよ参もかな箏大きくなって興る。こ

のより大きな賃金烙差を活離するのが轡界化都南化経済であ参，この轡界建都毒化経済を源泉とし

て成立するのが量界都毒である％盤界化都霧化経済慧琶界都南という空聞システムを要求するの

である。世界都南が成り立つためには・藷遠交還体系を活壊した大流・物流システムの整備，消費

毒陽動海の甕握と産溝直繕，そして金醗や商品，労騰管運の徹底化などが，インターネットやイン

トラネットといった電憐情鞍システムの高度化によって可能となるのであ警，地球経済を権手にす

ることから，璽蒔闘労鬱することが可能なフ讐一としての空穂システムを要求するのである玉書｝。

　量界都霧に臆して，その都心の機能構成を鍵業者ベースでみると，業務系麟～簿％．商業系15

～鎗％，その飽鈴～騰％であ参，蟹内大都帯・地方単極都落と異なるは，業務系の箆率はかわらな

いものの，商業系の比率が後退し，その飽の比率が高いことである。選界都毒の業務系は重葬企業

本社や蟹際金融保験取携・商品取撰業務，国蝶コンベンシ灘ン，高度知識鼓能サービス，メディア

産業などを中心として構成されて麺る。蕗業系の比率は小さいとはいえ，その集積量についてはよ

り大きく，しかも盤界的な有名石貨店や高綴専露店が立地するなど業績の質も轟い。漉聾すべきは

その鐘に含まれる文化・娯楽系の機能であ滲，美徳館・博物館・麟場・コンサート承一ルなどにつ

いても轡1界射水準の質の高い施設が立地している。

　都心の空聞規模は逢～8k濃2であ琴，空洞確の機能讐化ゾーン（麟場街・金離籍・商業街など／が

「街」という景観をもって現れる．産業立地のすみわけがかな蓼墾確であ彗，都心内に小公園，鄭心

に隣接して大規模公轟がある。者鞍むのネットワークで特篠的なのは，地下鉄の鰹各線数が4本以上に

なっていることや，複数の錘際空港をもち，環状道諮もi本以上整騰されていることである矯。

窪　馨帯化と中心　周辺空縫システム

　中心を形成し発展させる漂動力が開らかにな参，しかもその嘉次の中心機籠を軸として編成され

る都市の位置が決まってくると，空聞システムの構築における次の課題は，縁辺離がどのように宝

勢　S．サッセン著・森蟹構熱地譲ぎ労働と資本の醒蕪移攣一童舞都毒と移鍵労簿者一三岩波書店，雛盟年1擁。

欝1　政治経済学的1こいえば．電籏締…鞭システムによってよ1）大きな櫓態的灘余簸纏の盤瀧を可能とするが，2護持麗

　　労働を強雛られるということでは絶対魏灘余縫薩の生産もより厳しく追求されているのである。M。カステル

　　著・大澤善蕪訳『薬事・藩鞭・グローバル経済書青木書店．讐鱒年6月。

i董〉　表掲注8／。
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閥編綴される力蝿こ海けられる。

　薬毒霧辺部の空鷺編成は資本主義毒場経済にあっては都毒化として表現される。擁護化はそれを

鄭葎f形成という内容でとらえるのであれば，近代以麟にも存在したが，この都南形成力軽薄を漂動力

としながら行われてきたかによって，馨霧の空獲1形態は異なる。山祭恵一鰹は透代的都毒化と近量

的穰毒化とを区慰し，近量的都毒化は「一種の商業革命の翫産」であり，這代的都毒化は産業革命

による工業化を主軸として推進されるとしている。工業の郊外への張り付きを追窮かけるように住

宅地の郊外化も進んだ。このように近轡的都憲化と逓代的都毒化との空聞的意味の違いは，「郊タ軽

が意識されるようになるか否かにある鐵。

　郊外の形成は地域闘分業としての中心一周辺縫係が空聞システムとして確立していくことを意味

する。機籠購の空鷺編成がよ彗聡確になることである。それは二分法的に言えば，中心が業務地区

としての，そして罵透が住宅地区としての土地利無きになることである。ところが郊外も住宅地の影

絞が進むと，生活が生み織す潜在的需要やそのための地域労働毒場が形成されるようになる。アメ

夢力合衆羅では工業と住宅を受け入れた地域には商業やサービス業が張り付き，いち擘くエッジシ

ティ鋤が誕生し，嵐域的にはメガロポ撃スという空閣システムが構築された玲。霧本においても東

京遷と京騒神国，名古屋饗との闘で都毒露幾賂差を持ちながらも，人馨の郊外化と産業の郊外化が

まず先行して進み，消費者空閥行動がこれらを追いかけるように変容してきている。工9雛年代まで

通勤・通学にかかわる空聞流動が講造的な変化を見せるまでにはいたつていなかったが，茎§鱒年代

に入ると生活空間行動での大都覆獲震遊地域の「自立化」が蒙立つようになる至5｝。

　郭外における都霧イヒは都毒空襲の外延的拡大として観察され，選常その土地稗罵のあり方はで寸纏

地代によって講整され，稀灘蟹的1こよって地帯化されると説墾される。この考え方は，チューネン

の礫論に蓬る蹄。チューネンは，農業経営懇織（農業生産様式／が欝一自然条件のもとでは消費の立

地と生産の立地との籍離紅よって罵定されて分化し，その空聞的醗置は縁心円購造となって現れる，

ことを萌らかにした、チューネンの遜譲的意義隷，市場に近い地域ほど単位面積当り籔1益の高い農

業経営線織が成立・立地することがミク欝レベルで合遅的であるだけでなく，これに従った経営羅

織の空聞編成が成立すると，農業地域全体からみても販益が最大となり，マク窪レベルとしても合

遅的になることを証萌したことである。

　このチューネン圏モデルにおいては，単位面積毅益牲の高さは竃場への距離の短さと関連してい

るので，この叡益性の高さを地代負握力の高さとして読み替えると，地代は蕗離瑞の翼数として表

理することができる。そして経済纏織は地代負握力に対応して，中心から周辺にむけて配置される。

玉2／　由至二！慧一郎「鑛毒駕のあ瞼み」本内磐藏彗ll鹿誠次薦水馨八蓑籔穏永幸男偏継本の蔀市化塞書今書鞍，懲縫

　　年。

至3／　」｛｝¢1（｝arre獄至（i§§亙〉二＆逡e　C甦y；Ll｛e〔灘t垂e翼9w　Fr｛3鷺tler，A　P量v量藍｛鍛。蓄R麗｝4《》螢賢｛）嚢s罎，茎嚢。．餐｛｝w

　　Y（霧観

鷺〉　」．ゴットマン著ノ木内蕪藏・石水無難訳罫メが口試iナス選縫i島鵡叛会，玉総7年。

矯経済地連学に鬱するこの種のレビューは，麟流失陣心臨農徳空灘ヒと卿む欝街地活姓牝基本計露こついて

　　一…地方中核轟毒を中心紅一」ぎ遜島大学地域醗聖遷第翅巻筆i号，鴉聾む年§海，「｝．はじめに涯を参蒙。

憾／　近藤康男iチウネン懸立蟹の藩究（透藤豪男著痒集第玉巻捲農文擁，謄鱗年§肩。

誓）　チューネンの距離機念は．A．ウェーバーの輸送費薦とは異なる讐殊な「氷塊璽墜輸送費罵で構繊されている。



霞1鍬地方薬毒の空縫経済論

薬毒空想は霧心円薦造として構築される贈。ところが，チューネンに従えばこの駿益性の高さを反駁

した地代負握の轟さは，遂髭臠する距離の関数である。輸送責馬の大きさは地代負撰の小ささで梅

殺されることになるので，空驚的｛立直が確定できないことになる。つまり輸送費罵と地代費絹との

関係からのみでは，中心一挺辺としての空間システムは購築できないのである。

　そこで登場するのが，輸送費罵を取雛費羅と通勤嚢網とに分離して，都幕内での空購分業をそれ

ぞれのパラメータの値の違いによって説明しようとする藤覆一心鱗モデルである。すなわちオフィ

ス・住宅混合地譲のみの第i段賠の土地科繕パターンが，通勤費霧の低下とと秘こ（あるいは取引

費絹の穣対的上昇とともに／，藻分的に職建分離地雛が存在するという第2段賠の土地科羅に移る。

そして，取弓1費灘と通勤費震のパラメータ比がある臨界値を超える第3段購になると，2つの

C鋭）轡が急に鐵現し，完全な職住分離となる。さらに第2の轟界縫を超えて第4段驚に入ると，今

度は3つのCBDがある土地莉驚に移行する．そして第3の臨界魑を超えて第§段繕に入ると，中心

部のiつのα蔓〉に落ち着くことになる職。問題は取引費絹と遜i勤費驚とのパラメータをどのよう

に設定する力擁こある。

　このパラメータの違いとは，要素聞の空聞的移動性に格差を導入すること轟こほかならな雛。要素

の空鷺移動籠に賂差がなければ，空聞システムを構築する原動力としての集積経済は成立しな騒。要

素が完全なる移鍮性を持った聾，あるいは完全なる非移動性をもったりすると，システムとしての

空翼は購築されない。レッシュは逢簿で考察するように，集中力と分数力とにわけて空霧システム

の構築をはかる。上透した取引費癒と通勤費驚とのパラメータの縫係も講様な意妹をもつ。藤震・

クルーグマン・ベナブルス（以下，藤鐙飽／は集積力と分散力としてあらわしている。藤遜飽は集

積力としては連騰妙案，辱みのある毒場．知識のスピルオーバー，その地純粋な外部経済などをあ

げている。また分散力としては，移動不可能な要素，地代，選勧，混雑，その飽の純粋な外部不経

済などをあげている鱒。

　藤懸絶の運論モデルは，空聞システムを構築するにあたって，大きな貢献をしている。その貢献

の第iはブラックボックスであったヂ集積経済」を「繭方違灘動果」と「後方連関効剰とに区賭

した上で，これらを「徳環的論運」として構成したことである。前方連鱒効果とは僕給を通じての

経済効果であウ，舞えば輸送費繕をかけることなく中鷺製品や最終製品を鱗対的に安く購入できる

ことである。後方連麗効果と1ま需要を通じての経済効果であ○，労働力移動が不完全であることか

ら労鱗需要が邊遠し，相対的に高輪名彙賃金を獲得できることである。いずれの場合も集積力と

分散力との対流縫係として表現されるが，要素購1こおける空聞的移嚢牲の格差を蒲提として，集積

経済の発生が議論できるのである鋤。

磐／　ウイ婆アム・アロンゾ著／大石泰彦監訳、／掻1下　功訳榎立地と土地穂綿一地徳」）一般遷論1こついて一」朝倉書籍，

　　至弱§年6月。

獅　Ce欝tぎa聖断s漉ss亙〉重stギ1ct（中心業務地褻〉。

2櫛　中村罠平・蟄灘隆俊懸毒と楚籔グ）鰹済学選資斐懸，欝欝年欝月．群82－3。

2聾　藤離塁久中．クルーグマン・A、」．ベナブルス著／小鐵博之譲ぎ空鷺経済学一都毒・地域・国漢貿易の新しい分

　　観一垂葉洋経済新鞍話，鰺灘隼鯵月，登．3騒．

22〉　「国礫分業と（癬畏経済の）地域機造墜として論じたものが，由鱗充夫「国罠経済の地域購進講の到達点と課
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　空聞システムを構築する1こあたっての第2の貢献は，「馨罠経済の工業地帯と農業地帯という大き

な醒分から高度に駿藩的な都毒システムの寂然的発生，さら1こは騒際貿易におけるプロダクト・サ

イクルの動学過程1こ至る，極めて広縫翻の現象に対して洞察を与え」鋤たことである。また直線毒場

のみならず，三角形毒場，円環毒場において，集中と分散の分綾点および集積地点の立地場所がい

かなる遺程で決まっていくかを，パラメータおよび数魑シミュレーションを駆｛養して，撹覚的にも

あきらかにしている。これらの緩み合わせから，中心地の空洞化を空翼システムとして掘握して瞬

くことが買r能となるのである。

達灘帯購繧系と中心一周辺塞聞システム

　集積経済は空間的契機をもつことで中心一周辺の空聡システムを形成するが，空鷺システムの次

の大きな課題はその中心がどこに醍置されるかにある．集積経済のあ今様は，遂に空筒システムの

性格によっても綴定されるからである。空聡システムの性格は，基本的には集積経済の髄点である

中心地の空聞的な立地醗置紅よって，表現することができる。そして中心地が複合的かつ重屡的雛i

格をもつことで，中心地体系としての都毒空翼システムが構築されていくのである。まずは均質な

竃場空縫に着議してみよう。

　レッシュは均質な平面経済空鷺において，規模の経済による生産費霧の簾約と，より広い毒場を

獲得するために必要とされる輸送費罵の追越との麗係で「竃場圏」の基本を確立する鋤．輸送費稽の

追越は販売緬格1こ上乗せされるので，中心から離れるにしたがって需要が後退し，やがて市場蟹は

需要がゼロになる空聡齣撮雰を還える。毒場圏の空間的隆算までの距離は輸送費霧から計算するこ

とができる。幾簿学的には競合穣手がいなければ斎場霧は円形になるが，競合相手が多くなると全

癒場圏は正六角形の蜂の巣状で購成されることになる．ただし毒場翻の大きさは財やサービスの種

類によって異なるので，全毒場霧1ま大きさの異なった懸霧の蜂の巣状の毒場織こよって童屡的に覆

われ，網状綴織が形成される、その鰹，にの綱を重ねるに鰹して，すべての纒が少なくとも至つの

中心を共通にするようにすることができる。ここに大都霧が成立し，大きな地方的露要の利益が生

ずる董2％

　しかし空聞システムの構築婁こは，その骨轄をなす後会資本が整備されていなければならない。レッ

シュによって瞬らかにされた竃場原運1こよ陰形成される網状緩織菰，飽の原運が導入されるとどの

ように変形するのかを，帰納法的に考察し，腰試化したのがW．ク婆スタラーである。クサスタラー

　　題」韓野・寺蔽・靴村欝著ζ地域の観念と地域購造遣大墾堂．亙§絡隼5樗，である。その誌男事縦は，山絹充

　　夫「露鰹分業の進展と地域購造の変嚢封軽島誓鑛癡夢経済地理学廃朝倉書店，／§総年6鴛，を参熱。

23／　藩鬱症2玉）§．343。

2導　帯場饗を溝織する経済的な諸方として集中化び）作購と分数免の作罵とをあげている。「集中乾の修薦を行なう

　　諸方とは特牝の穂益と大綬摸農産の種益であ彗．分激化の作欝をなす諸方とは生産の多角免と慧籔な運送費の

　　精溢である」ゆ．鶯§）。そして「特免の鵜益と不利益とは，大量生産の鵜益のなかに算入されるから，後考の

　　みを運送費と雄駕するあアウグスト・レッシュ著1篠象泰三監訳ζレッシュ経済立地講圭大畷堂，欝§8年7擁，

　　費．i2§。

25）　羨頷淫霧夢．鍾8。

一驚一
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は西南ドイツの都毒の規模と空聞約分窟を験詳し，空聞システムは基本的には毒場（僕給／原遷で

購築されるものの，交通原運と行政（隔離／原運とによって編縫されるものとして考察した2％

　基本をなす毒場療理はレッシュの考え方と共選する灘をもってお参，正六角形の重麟的な網状竃

場を形成する。これに麟して交通原遷1こよる空聞システムは，遠離離交通諮が高次中心地闘を獲線

的1こ連結させて鯵ることを前提とするので，下位の中心地はこの線に沿って分鳶することになる。行

政原爆こよる空聞システムは，行政境劉寸遍こは中心地がなく，行政地域の中心が最上位の中心地

を占め，下麺の中心地はその周辺に立地することを前提としているので，「下位の中心地隷ただひと

つの上位中心地に従属する。すなわち，下位の中心地はその上位の中心地の境界上には位置しな

い夢7）ことになる。

　ところでクサスタラーの空縫システムが斎場原理を基本とし，交通原遅，行政原運で偏倚を受け

て形成されるとしているが，その意味は空襲システムを形成する中心地の数の違いに求められてい

る。すなわち毒場療遅は正六角形の網状竃場を重屡的に形成するが，ここからは上位の中心地が3つ

の下位の中心地を領域として叡め，しかもそのうちの｝つは上位の中心地と共有するもσ）として雛

かれる。したがって毒場原遷による踏縷劉の中心地数は3の倍数で変化する。これに対して，交通

原建では逢の倍数で，行政原饗では7の鎮数で変化する。臨屡的な変化の賠数賜醸が最も少ない斎

場原鰹が空聞システムを形成する基本原運となり，倍数懇難のよ箏大きな交通原蠹毒湯原選が編

涛させる原運として整謹されるのである。

　このよう1こ均質な経済（毒場〉空懸においても，まずは集積経済の機念を導入することで竃場漂

蓬を通じて中心地が形成されるが，A．ウェーバー2戦こよって定式化された「輸送費達観念を導入す

ることで，この中心地が多様な財・サービスの竃場纒の擬点となることが賜鐙になった。竃場網の

重懸化は，新たな段踏の集積経済を生み鐙し，よウ高次の中心地としての都毒を形成していく原動

力を生む。この新たな原動力の登場は新しい購屡購造を空想システムに持ち込むが，編蔽漂遷であ

る中心…溝辺は踏懸購造を介して貫徹することがわかる。次いでインフラとしての交通網の整備や

行政漂礫は，毒場原選で設計される空縫システムを編鋳させるが，これらは空聞システムに豊かな

内容を盛挙込む役割を演じているのである。

　しかしレッシュやクリスタラーは，竃場空聞を所与のもとして繕緩的空購システムを構築するの

にとどまっている．もちろん秦場空聞は人ロ増撫にともなって変化していく。この変化は当然，空

聞システムを偏倚させるが，どのような偏鋒となるのかの説瞬は弱い。藤縷飽は都市システムの変

化を自己絹織化としてとらえ，空聞が外廷的に拡大していく遍程で，都毒のスクラップ＆ビルドが

どのように行なわれるのかを墾らかにした騰。本稿との麗孫で灘心を1呼ぶのは，中位都毒が低次都南

に移行する遜程や低次都毒が消滅する過程の説聡である。地方都毒は羅漢経済次元では高次都濃に

なることはできず，中位都濃あるいは低次都毒にとどまるからである。

2｛｝）　蒐駆。クサスタラー著・江澤譲欝訳『都南の立地と発展盛大墾堂亨玉総§年。

27〉　叢蟹報曉郵経済立地の遅論と実際遜大罷堂，欝纏年淫月，費ユ鱒。

2鴎　A．ウェーバー著・江沢譲醸雲譲・蕪本産業購造懸究所銀郵工業立地講大購彙，1蟹§年§月。

2§！　表掲淫2i／夢．懲3－2離。
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5　地方都市中心毒街地の空濁化をとらえる携点～まとめにかえて

　以上の議譲を本稿の目的である中心毒街地の空濁化麗麗にひきつけて整遷しておこう。まずは中

心地を形成する原動力となる集積経済の型との関係である。地方都毒は繰警返し述べてきたように，

轟蟹i経済の空襲システムの中では中心に位鬱することができな勧。地方薬毒の空離システムを構築

する推進力は，露瞭経済化が進んで魏るにもかかわらず，都南化経済にとどまることになる。この

都毒化経済を推進する地方都毒中心部の機能は，人陰規摸によって異なるが，基軸となるのは広域

的な業務系および商業系である。入舞競模が小さい都市ほど，中心地が商業系機能に依存する比率

が高くなる。したがって，商業系機能が中心市街地から郊外に流鐵することは，地方都溝の中心性

を急速に弱体化させる要霞となる鋤。

　地方都市における中心毒街地の空洞化は，藤蟹地モデルにおける薩線毒場，円環竃場としての競

技場経済，交通ハブ経済などの緩み合わせによって，推濁していくことが奪能である。現実の空疑

システムは竃場原運を基本としつつも交還原運に大きく焼定されているので，主要鉄道や主要道1賂

の醍置と交差状溌から，集積地点をあぶ讐だすことができる。道諮におけるバイパスの整備，さら

には環状遵蕗の整備が，新たな業務系・騰業系の集積地を生み縷していることは，経験的にもわか

ることである。交選纒の整備は移動を容易にする方講に作篤しているのである。

　中心毒徳地の業務系及び商業系機能の流鐵先は薙外にとどまらない。国際経済化あるいは糧界経

済化が進むと，地方都南の存立基盤である地域特化経済や都毒化経済は，量界都毒化経済のなか£

緩み込まれ，地方都毒の中心性は弱体化する。すなわち，鍵界灘帯は選界的な諸機能を導入して生

き残拳を麟ろうとするが，その諸機能を安定的に維持するためにも羅翼経済内での集積経済シェア

をさらに高めなけれ，ばならない鋤。より高次の機能はそれに見合う毒場i縫模を必要とし，それを拡大

するためには都妻問i交通の高速化と低廉イヒとが要請される。都毒閥交通が高速化・低廉憂コすると，企

業の事業所統寵合が可能となるので，業務系機能も下鮭の都毒から上位の都驚1こ流鐵していく。か

くして地方都毒の中心性を維持してきた機麓が，上位都灘との塵接的な競合のなかで失われていく

のである。

　もう一つの重要な点は，欝鱒年代鋭鋒，少子高齢化の影響が特に地方において顕著に理れている

ことである。地方圏における地域システムは，欝灘年代までは窟鷲上がむの経済を藩提として構築

すればよかったが，露髄年代以鋒は露要減退という馬藤で構築しなければならない鋤。藤覆飽モデ

ルによれば，露語上が参の成長経済を前提とした都毒システムにおいても，地方都毒のスクラップ＆

ビルドは避けられな雛が，需要停滞の局癒ではどのような動態として地域システムが揚がれること

になるのであろうか。中凶聞地域では瑛実にこのことが進んでおリラ地域中小都市の存立基盤は確

実に臆弱化している。

3購　馨牽散策投資銀行地域企醸チーム煽ぎ馨立する地域一その課題と戦酪一遣ぎょうせい．鎗艇年3月。

3砦　器皿ル騰．ノックス，ピーターづ．テイラー共纐著／藤瞬澄講談纏／大大野耕艀・漢購太簸難神谷浩夫・広訟　梧

　　共訳罫童舞馨毒の論遷圭鹿島繕散会，i鱒7葎。

32〉　霞鱗充夫ε少子高韓化時代の棄蔑地蟻経済システム」地域懇歎難究会編罫地域レベルから見た高齢化開題茎（窮）

　　鷲齊経済麟究センターナ騰鱗年3月。
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出鱗1地方灘毒の空縫経済論

　このように地方都落における中心藩街地の空潅1化は，三重の遺程として進行していることが聡ら

かとなったが，その空洞化への対越としてはどのようなものがあるのであろうか。集積経済は還譲

的には要素懸紐空聞的移動性の格差があることで成塗立っている。中心性が高窮都毒とは，空麗的

移灘性の轟い要素を軸にして集積経済を購築している。中心性が低い都毒は，都幕開羨争が厳しく

なる中では．帽録的に移動しにくい要素に善縁し，これを獲得する空麗整備を行なう必要がある。少

子高齢社会では人勝の空聞的流動性がますます二極化していく薄髭性が轟いので，中心藻の機能構

築と空筒整備は定着性の強い大震こ焦点を当てて背なわれる必要があろう。

　藩究教育のみならず大学長・経済学語長として長年にわたり篠島大学の発展に貢醸されてきた吉

原泰助福島大学名誉教授に，本稿を献呈し，今後のご健勝とご活躍を観念したい。

　なお本稿は騰総隼度文部科学省短簸在外欝究（テーマ：都市空鷲経済の比較醗究〉の成果の一部

であり，まとめにあたっては文部科学省科学観究費補鋤金（2§奪導～鴉競年度，テーマ「大震模小売

店舗の立地再編と地域経済システムの変動」〉σ）一部を活零した。また溝水修二教授からは遺切なコ

メントをいただいた。末尾ながら感謝したい。

一欝一


